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1. はじめに






教育基本法の精神について 第一次答申では 「本審議会は，一一一 I~]略一一教育基本法の精神に
のっとり審議を進めてきたJ (はじめに)， I今次教育改革は，教育基本法の精神にのっとって進
められるものであるJ (第一部 教育改革の基本方向，第四節 改革の基本的考え方)， I教育基
本法の精神が，今後の我が国の教育に生かされるよう，その正しい認識の確立に努めるJ (第二部




二十一\il:~;己 iζ 向けて乙の精神を創造的 lζ継承 発展させ 実践的に具体化していくことでなければ


















来の機能を十分に果たしているとは言い難しリ (し 1ずれも，第 4部 教育行財政改革の基本方向，

































わる。これは， I学者文相Jから「党人文相」への交代ともいえよう。さらに 1953年に， I日内務
官僚の大達茂雄が文相lζ就任し文部行政の方向が急変する。 1954年の「義務教育諸学校lζおけ
る教育の政治的中立の確保l乙1*1する臨時措置法J， 1956年「教科書法案JI地方教育行政の組織









































(1) これについては， IJI1311良子「忘れられた出発点J IF'学校経営研究dj 1986年 4月 p. 25--
28を参照。
(2) 以下の部分は，稲垣忠彦「戦後教育を考える J 岩波書目 1984年 p.59からの引用を中心
にまとめた。
(3) 稲垣忠彦 r戦後教育を考える」 岩波書活 1984年 p.59 
(4) 稲J:Ei忠彦 r戦後教育を考える J 岩波書庖 1984年 p.6 




かJ (1-的教審答申をめぐって」臨時教育審議会編「臨教審だより」 第一法規 1986年 7月
号 p. 32の宮田義二委員の発言)
(6) 菊池幸子「創造的答申と勇気ある実践をJ IF'説教審だより J 第一法規 1986年 7月号(通
巻第 23号) p. 15参照。
(7) r臨教審の役割と課題j 朝日新聞 1986年 8月21E3 親子iJ 4函
(8) 村田栄一「八万美人的目配りのよさが失わせるメスの冴えJ u"'4羽目ジャーナ )Vdj 朝日新聞社
1986年 5月5E3号 p.8 






改革開会、とbi信教審答1ヨ批判J G"1I1界」 日波書!苫 1986 :ij': 7月号 p. 175) とか， I社会の学
校化JIζ転じる危険もある(村m栄一「八万美人的目配りのよさがうたわせるメスの冴えJ f'朝日
ジャーナノレJ 朝日新聞社 1986年 5月5日号 p. 7 )などの指摘。
65 -
